
「平成28年度食の安全安心相互交流理解度アップ事業」に係る地方懇談会開催状況 

 

 平成２９年３月３０日現在 

圏域 開催年月日 開催場所 開催内容 参加人数 担当窓口 

大河原 

（4回） 

平成28年 

4月6日 

白石市 「たけのこ出荷に向けた研修会」 

 たけのこ出荷のために必要な生産者

登録や放射線物質検査計画について研

修を行った 

43名 大河原地方振

興事務所林業

振興部 

 

平成28年 

4月26日 

丸森町 「たけのこ出荷制限解除に向けた研修

会①」 

 たけのこの出荷制限解除に向け，こ

れまでの経緯及び今後の検査計画等に

ついて研修を行った 

19名 

平成28年 

9月29日 

 

丸森町 「たけのこ出荷制限解除に向けた研修

会②」 

 たけのこの出荷制限解除に向け，今

後の対応等について研修を行った 

13名 

平成29年 

1月19日 

蔵王町 「食と農に関する研修会」 

 認定農業者と行政機関が一堂に会

し，食と農に関する課題への認識を深

め，地域活性化についての研修会を開

催した 

84名 大河原地方振

興事務所農業

振興部 

仙台 

（2回） 

平成28年 

9月18日 

仙台市 

 

 

 

 

「2016どうぶつフェスタでの搾乳体験

の開催」 

 「2016どうぶつフェスタ」に併せて

搾乳体験等を実施し，家畜や畜産物の

衛生管理の理解を深めた 

5500名 仙台地方振興

事務所畜産振

興部 

 

 

平成28年 

12月4日 

 

仙台市 

 

 

「仙台井土ねぎ祭り収穫体験交流会」 

 体験イベント「仙台井土ねぎ祭り」

を開催し，収穫体験交流を行った 

4000名 仙台地方振興

事務所農業振

興部 

大崎 

(1回) 

平成28年 

①6月8日 

②7月10日 

③8月7日 

大崎市 「親子で学ぶ農業及び食育体験交流

会」 

 農産物を育てて食べることを親子で

体験することで，より身近な農を感じ

てもらう交流会を開催した 

170名 

 ①61名 

 ②58名 

 ③51名 

北部地方振興

事務所農業振

興部 

大崎農業改良

普及センター 

 

  



圏域 開催年月日 開催場所 開催内容 参加人数 担当窓口 

栗原 

(4回) 

平成28年 

7月7日 

 

 

栗原市 「りんごの病害虫防除に係る研修会」 

 りんごの病害虫の発生状況や予察状

況に関する報告及び病害虫防除に関す

る情報交換を行うことで生産振興に寄

与する研修会を開催した 

18名 北部地方振興

事務所栗原地

域事務所農業

振興部 

平成28年  

12月21日 

栗原市 「放射性物質汚染に関する連絡会議」 

 平成28年産米・大豆・そばに関する

放射性物質検査結果について情報交換

し，安全な農産物の生産流通を支援す

る会議を開催した 

12名 

平成28年  

9月16日 

栗原市 「たけのこ出荷制限解除に向けた生産

者説明会（若柳地区）」 

 たけのこの出荷制限解除に向けた取

組や手続き等について説明を行い解除

に向けた支援を行った 

9名 北部地方振興

事務所栗原地

域事務所林業

振興部 

平成28年  

11月11日 

栗原市 「たけのこ出荷制限解除に向けた生産

者説明会（一迫地区）」 

 たけのこの出荷制限解除に向けた取

組や手続き等について説明を行い解除

に向けた支援を行った 

10名 

登米 

（1回） 

 

平成29年  

3月2日 

登米市 「園芸特産振興研修会」 

 消費者が求める食の安全安心に応

え，リスクコミュニケーションの充実

強化を図るため，生産者，事業者,行政

等による研修と情報交換を行った 

40名 東部地方振興

事務所登米地

域事務所農業

振興部 

気仙沼 

（3回） 

平成28年  

12月13日 

気仙沼市 「地域食材クッキング体験（気仙沼）」 

 地域の女性農業者を講師に地域の食

文化や農産加工技術を若い世代に伝承

する機会を提供した 

11名 気仙沼地方振

興事務所本吉

農業改良普及

センター 

平成29年 

2月8日 

南三陸町 

（入谷） 

「地域食材クッキング体験（南三陸）」 

 地域の女性農業者を講師に地域の食

文化や農産加工技術を若い世代に伝承

する機会を提供した 

7名 

平成29年 

2月22日 

南三陸町 

（本吉） 

「地域食材クッキング体験（本吉）」 

 地域の女性農業者を講師に地域の食

文化や農産加工技術を若い世代に伝承

する機会を提供した 

15名 

合 計 15回 
    

 


